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経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（1）

渋
谷
区
の
平
成
十
八
年
度
当

初
予
算
案
の
概
要
が
ま
と
ま
っ

た
。
一
般
会
計
は
約
七
三
一
億

円
。
前
年
の
七
六
一
億
円
に
比

べ
約
三
十
億
円
、
三
・
九
％
の

減
少
と
な
っ
た
。

前
年
に
引
き
続
き
、
①
国
庫

支
出
金
の
減
少　

②
税
源
の
地

方
へ
の
委
譲　

③
地
方
交
付
税

の
見
直
し
を
実
施
し
、
地
方
分

権
を
進
め
る
国
の
「
三
位
一
体
」

の
改
革
に
よ
り
、
渋
谷
区
も
税

収
の
減
少
を
避
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
福
祉
、

教
育
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
主

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
こ

れ
ら
部
門
へ
の
重
点
的
配
分
が

目
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
案
は
三
月
議
会
に
提
案
、

審
議
さ
れ
て
い
る
。

少
子
化
対
策
で
は
、「
生
み
や

す
い
、
育
て
や
す
い
」環
境
作
り

の
一
環
と
し
て
、
妊
娠
中
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
の
助
成

金
を
妊
婦
一
人
当
た
り
一
律
五

万
円
付
与
す
る
。
二
〇
〇
四
年

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
お
い
て
、

渋
谷
区
は
全
国
市
区
町
村
の
中

で
最
低
の
出
生
率
と
い
う
不
名

誉
な
結
果
が
出
た
が
、
こ
れ
を

柱
と
し
た
施
策
で
改
善
を
図
る

構
え
だ
。

ま
た
教
育
文
化
の
向
上
を
目

的
と
し
た
複
合
施
設
も
、
平
成

十
八
年
度
中
に
は
旧
大
和
田
小

学
校
跡
地
に
て
着
工
を
予
定
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
複
数
ホ
ー

ル
で
音
楽
や
伝
統
芸
能
を
上
演

す
る
ほ
か
、
平
成
十
三
年
三
月

に
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
館
と
な
っ

二
月
十
一
日
に
表
参
道
ヒ
ル

ズ
が
開
館
し
て
お
よ
そ
一
ヵ
月

が
過
ぎ
た
。
原
宿
・
表
参
道
地

域
一
帯
の
活
性
化
を
担
う
と
早

く
か
ら
期
待
さ
れ
た
一
方
、
道

路
渋
滞
に
よ
る
混
乱
も
懸
念

さ
れ
た
こ
の
大
型
施
設
。
開
館

し
て
多
少
の
時
間
が
経
過
し
た

今
、
地
元
で
は
ど
う
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
か
反
応
を
探
っ
た
。

三
月
三
日
の
表
参
道
ヒ
ル
ズ

正
面
口
。
平
日
昼
間
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
さ
す
が
に
来
訪
者

は
少
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、

ビ
ル
に
入
っ
て
い
く
人
の
数
は

相
変
わ
ら
ず
多
い
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
へ
の
関
心
が
強
い
二
、三
十

代
の
人
々
が
主
体
な
の
は
当
然

だ
が
、
見
た
目
か
ら
し
て
高
価

そ
う
な
衣
服
に
身
を
包
ん
だ
熟

年
夫
婦
が
、「
ヒ
ル
ズ
」
入
居
ブ

ラ
ン
ド
の
紙
袋
を
手
に
下
げ
て

歩
く
姿
も
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら

れ
る
。
同
地
域
の
商
店
街
振
興

組
合
・
「
欅
会
」
の
事
務
局
長
・

毛
塚
氏
に
よ
れ
ば
、
仕
事
帰
り

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
に
よ
る
夕

方
の
混
雑
は
十
分
に
予
想
で
き

た
も
の
の
、
平
日
昼
間
に
来
館

す
る
こ
う
し
た
中
高
年
層
は
今

の
と
こ
ろ
意
外
な
ほ
ど
多
く
、

結
果
的
に
昼
間
の
来
館
者
総
数

も
当
初
の
予
想
を
大
幅
に
上
回

っ
て
い
る
と
い
う
。

二
月
十
一
日
の
開
館
直
後
は

二
万
人
に
迫
る
数
の
人
が
「
ヒ

ル
ズ
」
見
物
に
表
参
道
を
訪
れ

た
。一
度
に
収
容
す
る
人
数
と

し
て
は
二
、
五
〇
〇
人
程
度
が

適
当
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

時
期
は
常
時
四
、
〇
〇
〇
名
を

超
え
て
い
た
と
の
こ
と
だ
。
当

然
、
テ
ナ
ン
ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
は
二
時
間
待
ち
の
行
列
も
で

き
、
諦
め
て
ビ
ル
外
の
飲
食
店

を
探
す
人
の
方
が
多
か
っ
た
よ

う
だ
。
だ
が
表
参
道
付
近
に
は

や
や
飲
食
店
が
少
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、「
ヒ
ル
ズ
」か
ら
流
れ

た
人
の
波
は
青
山
方
面
に
及
ぶ

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

「
ヒ
ル
ズ
」
開
館
後
、
今
日
ま

で
表
参
道
一
帯
の
飲
食
店
売
上

平
均
は
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
一
・

五
倍
、物
販
に
関
し
て
も
一
・
三

倍
と
な
っ
て
お
り
、
波
及
効
果

は
か
な
り
は
っ
き
り
と
現
れ
て

い
る
。
ま
た
来
館
者
ば
か
り
で

な
く
、「
ヒ
ル
ズ
」に
は
約
一
、
〇

〇
〇
人
の
従
業
員
も
い
る
。
彼

ら
に
し
て
も
休
憩
時
の
食
事
に

出
掛
け
る
の
は
、「
ヒ
ル
ズ
」
よ

り
も
む
し
ろ
外
に
あ
る
、
比
較

的
割
安
な
店
で
あ
る
よ
う
だ
。

彼
ら
や
一
般
の
来
街
者
が
「
ど

こ
か
美
味
し
い
と
こ
ろ
は
な
い

で
す
か
？
」
と
地
元
の
住
民
に

尋
ね
、
裏
通
り
の
安
く
て
美
味

い
店
を
教
わ
る
な
ど
意
外
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
す

る
例
も
耳
に
し
た
。

約
三
年
前
に
開
館
し
た
六
本

木
ヒ
ル
ズ
は
、
周
辺
に
は
オ
フ

ィ
ス
し
か
な
く
、
ビ
ル
の
外
を

出
て
し
ま
う
と
ほ
か
に
楽
し
み

が
な
い
と
い
う
声
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
最
終
的
に
ビ
ル
そ
の

も
の
よ
り
、
中
に
住
ま
う
人
々

の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
し
た

観
も
あ
る
六
本
木
ヒ
ル
ズ
だ
が
、

表
参
道
ヒ
ル
ズ
が
違
い
を
生

み
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
ビ
ル
の

「
中
」
で
な
く
「
外
」
と
の
関
係

を
い
か
に
築
け
る
か
に
掛
か
っ

て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

な
お
最
も
心
配
さ
れ
た
車
の

渋
滞
だ
が
、
原
宿
警
察
署
に
よ

れ
ば
小
泉
首
相
が
見
学
に
訪
れ

た
二
日
や
開
館
当
日
こ
そ
警
備

に
神
経
を
使
っ
た
が
、
開
館
翌

日
の
十
二
日
に
は
運
営
元
の
森

ビ
ル
か
ら
「
も
う
問
題
な
く
や

れ
そ
う
だ
」
と
の
報
告
を
受
け
、

事
実
そ
の
後
さ
し
た
る
苦
情
も

報
告
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と

だ
。

た
、
東
急
文
化
会
館
八
階
の
五

島
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
設
備
と

ス
タ
ッ
フ
を
引
き
継
ぎ
、
同
複

合
施
設
に
も
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

が
設
置
さ
れ
る
予
定
。
そ
の
ほ

か
渋
谷
ハ
チ
公
広
場
前
に
民
間

の
交
番
を
設
置
し
、
青
少
年
対

策
地
区
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
積
極
的
な
声
掛
に
よ
り
、
青

少
年
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
こ

と
を
目
指
す
方
針
だ
。

渋
谷
区
の
十
八
年
度
予
算
案

で
、
特
に
目
玉
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
が
、
妊
婦
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
助
成
」

制
度
だ
。

平
成
十
六
年
の
厚
生
労
働
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
渋
谷
区
の

合
計
特
殊
出
生
率
（
十
五
歳
か

ら
四
十
九
歳
ま
で
の
各
年
齢
の

女
子
人
口
に
対
す
る
、
出
生
数

の
割
合
の
合
計
）は
、東
京
都
平

均
の
一
・
〇
一
、全
国
平
均
の
一
・

二
九
を
大
き
く
下
回
る
〇
・
七

一
。
こ
れ
は
全
国
の
市
区
町
村

で
最
も
低
い
数
値
と
な
る
。

渋
谷
区
の
出
生
率
が
低
い

理
由
と
し
て
は
、
高
級
ブ
テ
ィ

ッ
ク
や
飲
食
店
が
数
多
く
集
ま

る
こ
の
エ
リ
ア
は
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
販
売
価
格
も
総
じ
て
高

く
、
富
裕
な
独
身
男
女
こ
そ
比

較
的
多
い
も
の
の
、
一
般
的
な

二
、
三
十
代
の
夫
婦
に
は
容
易

に
手
が
出
な
い
こ
と
が
第
一
に

あ
る
。ま
た
、
大
型
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
都
市
部
で
子
育

て
を
す
る
に
は
不
可
欠
な
店
舗

が
、隣
接
す
る
新
宿
区
、世
田
谷

区
な
ど
と
比
べ
て
も
少
な
い
、

と
い
っ
た
事
情
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
助
成
」制

度
は
、
こ
う
し
た
渋
谷
区
な
ら

で
は
の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る
た

め
考
案
さ
れ
た
。
出
生
率
ア
ッ

プ
の
た
め
の
対
策
は
、
東
京
の

他
の
区
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
妊
娠
期
間
中
の

女
性
や
子
供
の
い
る
家
庭
に
、

タ
ク
シ
ー
券
や
商
品
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
も
の
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
。

だ
が
渋
谷
区
の
助
成
制
度
は
そ

れ
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の

で
、
妊
娠
一
回
に
つ
き
上
限
五

万
円
を
支
給
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
が
実
現
し
た
場
合
、
少
子

化
に
関
連
し
た
一
回
あ
た
り
の

助
成
金
額
と
し
て
は
二
十
三
区

の
最
高
額
と
な
る
。

助
成
対
象
は
「
区
内
在
住
の

出
産
予
定
者
」、
申
請
方
法
は

「
母
子
手
帳
及
び
妊
婦
健
康
診

査
受
診
記
録
票
を
区
役
所
窓
口

で
提
示
」
す
る
こ
と
。す
で
に
生

ま
れ
育
っ
た
子
供
を
養
育
す
る

た
め
の
助
成
制
度
は
少
な
く
な

い
が
、
本
制
度
は
妊
娠
か
ら
出

産
に
至
る
ま
で
の
経
済
的
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
効
果
に

も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

▼
ふ
る
さ
と
の
食
・
日
本
の
食

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

三
月

十
八
日
（
土
）、
十
九
日
（
日
）

の
二
日
間
。
九
時
か
ら
十
七
時

ま
で
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
、

代
々
木
公
園
並
木
通
り
に
て
開

催
。
直
径
三
ｍ
の
大
鍋
で
芋
煮

料
理
を
作
る
ほ
か
、
牛
の
乳
搾

り
や
魚
釣
り
を
体
験
で
き
る
ほ

か
、
全
国
各
地
の
食
材
・
特
産

品
・
名
産
品
が
販
売
さ
れ
る
特

設
市
場
な
ど
。

新
年
度
予
算
案
731
億
円

前
年
比
で
は
30
億
円
減
に

渋谷区

予
想
以
上
の
波
及
効
果

表
参
道
ヒ
ル
ズ
の
オ
ー
プ
ン

目
玉
は
出
産
助
成
制
度

出
生
率
の
ア
ッ
プ
策
盛
り
込
む

全
国
平
均
最
低
の
返
上
へ

ふ
る
さ
と
の
食
、
日
本

の
食
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

18
日
か
ら
代
々
木
公
園
な
ど
で

平日の昼間も人出が多い表参道ヒルズ
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渋
谷
区
の
三
月
定
例
議
会

が
二
日
開
会
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
当
初
予
算
案
な
ど
三

十
二
件
。
十
八
年
度
の
予
算
で

は
「
高
齢
者
対
策
」「
教
育
の
充

実
」「
防
犯
・
防
災
対
策
」に
加

え
、
少
子
化
に
対
応
し
た「
子
育

て
支
援
」な
ど
が
重
点
課
題
。

三
日
ま
で
各
党
の
代
表
質
問

が
行
わ
れ
、
議
案
を
各
常
任
委

員
会
に
付
託
。
お
よ
そ
一
ヶ
月

審
議
を
重
ね
、
三
十
一
日
の
本

会
議
で
採
決
さ
れ
る
予
定
だ
。

桑
原
区
長
は
所
信
表
明
演
説

の
冒
頭
、
現
行
三
段
階
の
累
進

課
税
と
さ
れ
て
い
た
住
民
税
が

一
律
一
〇
％
と
な
る
結
果
、東
京

二
十
三
区
の
う
ち
渋
谷
区
な
ど

九
区
が
住
民
税
減
収
と
な
り
、

特
に
渋
谷
区
は
推
計
七
十
億
円

の
大
幅
減
収
が
見
込
ま
れ
る
事

実
を
指
摘
。
本
来
地
方
分
権
を

趣
旨
と
し
て
い
た
は
ず
の
国
に

よ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
、

逆
に
区
の
自
治
を
制
限
し
て
い

る
矛
盾
を
批
判
し
た
。

ま
た
今
年
一
月
、
東
京
都
が

「
都
区
の
あ
り
方
」
を
検
討
す

る
都
区
共
同
の
検
討
委
員
会
設

置
を
求
め
て
き
た
事
実
に
も
触

れ
た
が
、
そ
の
中
で
都
の
主
張

が
大
都
市
の
総
合
性
、
一
体
性

確
保
に
偏
重
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
も
指
摘
。
平
成
十
二
年

の
都
区
制
度
改
革
に
て
、
都
と

区
の
二
層
の
自
治
が
実
現
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
都
区
の

役
割
分
担
と
財
源
配
分
の
明

確
化
が
な
さ
れ
た
前
提
を
踏
ま

え
、
都
の
姿
勢
は
「『
巨
大
な
自

治
体
が
す
べ
て
を
掌
握
し
き
れ

る
』
と
い
う
、『
大
東
京
都
の
残

像
』を
ひ
き
ず
っ
た
」も
の
だ
と

批
判
し
た
。

本
会
議
で
は
各
会
派
の
議
員

三
人
が
代
表
質
問
に
立
っ
た
。

最
初
に
質
問
し
た
自
民
党
の
染

谷
賢
治
氏
は
、
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
大
幅
な
税
収
減
が
見
込

ま
れ
る
と
は
い
え
、
区
民
へ
の

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
必

要
と
の
立
場
を
示
し
た
。
そ
の

上
で
旧
大
和
田
小
跡
地
施
設
整

備
計
画
な
ど
、
区
の
抱
え
る
行

政
課
題
の
多
く
は
長
期
的
な
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
、

残
り
の
任
期
が
一
年
と
な
っ
た

桑
原
区
長
の
続
投
を
、
党
を
代

表
す
る
形
で
求
め
た
。

未
来
の
渋
谷
を
作
る
会
の
薬

丸
義
朗
氏
は
、
今
回
の
予
算
案

の
目
玉
で
あ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ザ
ー
助
成
」
制
度
（
渋
谷
区
在

住
の
妊
婦
に
上
限
五
万
円
を
付

与
す
る
、新
規
少
子
化
対
策
）に

つ
い
て
、「
出
産
後
、
必
ず
し
も

渋
谷
区
に
と
ど
ま
る
と
は
限
ら

な
い
妊
婦
に
対
し
て
五
万
円
を

付
与
す
る
よ
り
も
、
成
長
し
た

子
供
に
対
す
る
医
療
助
成
を
拡

大
し
た
ほ
う
が
、
少
子
化
に
対

す
る
効
果
は
大
き
い
の
で
は
」

と
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
桑
原
区
長

は
、「
妊
娠
中
、
出
産
後
、い
ず
れ

旧
大
和
田
小
学
校
跡
地
（
渋

谷
区
桜
丘
町
二
三
‐
二
一
）
は

平
成
九
年
三
月
に
学
校
統
廃
合

さ
れ
て
以
来
、
地
域
住
民
の
た

め
の
図
書
室
、
集
会
施
設
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
た
。　

だ
が
、
同
地
の
敷
地
面
積
は

約
四
、
九
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

と
渋
谷
区
内
で
も
屈
指
の
広
さ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区
は
早
い

段
階
か
ら
、
よ
り
総
合
的
な
施

設
の
建
て
直
し
を
検
討
し
て
き

た
。
平
成
十
六
年
に
は
複
合
施

設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
が
、今
回
、十
八
年
度
予

算
案
の
発
表
に
よ
っ
て
計
画
の

全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
新
し
い
複

合
施
設
は
「
渋
谷
の
新
た
な
文

化
・
教
育
・
福
祉
・
健
康
の
拠

点
」と
な
る
も
の
で
、
地
上
十
一

階
、
地
下
三
階
、
延
べ
床
面
積
約

二
七
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

の
規
模
に
な
る
。
施
設
規
模
は

定
員
約
六
九
〇
人
で
音
楽
中
心

に
上
演
さ
れ
る
中
ホ
ー
ル
と
、

定
員
約
三
九
〇
人
で
伝
統
芸
能

中
心
に
上
演
さ
れ
る
小
ホ
ー
ル

の
ほ
か
、
子
供
科
学
セ
ン
タ
ー
、

教
育
セ
ン
タ
ー
、図
書
室
、
保
育

園
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
ケ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（
地
域
集
会

施
設
）、
体
育
室
を
備
え
る
。ま

た
渋
谷
区
医
師
会
が
費
用
負
担

し
た
上
で
渋
谷
区
医
師
会
館
と

渋
谷
区
医
師
会
付
属
看
護
学
校

が
同
居
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
健
康

診
断
を
同
施
設
で
行
う
こ
と
も

可
能
と
な
る
。
工
事
費
総
額
は

上
限
で
一
二
〇
億
円
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
十
八
年
度
の
着
工
、

二
十
一
年
度
の
工
事
完
成
を
目

指
す
。

注
目
さ
れ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
、
平
成
十
三
年
三
月
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
閉
鎖
と
な
っ
た
、

旧
東
急
文
化
会
館
八
階
の
五
島

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
設
備
に
加

え
、
天
文
学
愛
好
家
が
特
に
重

視
す
る
解
説
者
を
も
引
き
継
ぐ

も
の
。「
東
京
近
郊
に
住
む
天
文

フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
数

回
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と

も
言
わ
れ
る
五
島
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
へ
の
支
持
は
区
の
内
外
に

未
だ
根
強
い
た
め
、
区
と
し
て

は
区
民
以
外
の
見
学
者
へ
も
積

極
的
に
解
放
す
る
方
針
だ
。

渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
八
分
と
、

ア
ク
セ
ス
面
に
関
し
て
は
極
め

て
良
好
な
こ
の
複
合
施
設
で
あ

る
が
、
駅
前
の
新
た
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
区
民
の
生
活
を

潤
す
場
所
と
な
る
ど
う
か
、
今

後
が
注
目
さ
れ
る
。

三
月
一
日
、都
立
高
校
の
一
般

入
試
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
。

朝
か
ら
雨
と
あ
い
に
く
の
天
気

と
な
っ
た
が
、
渋
谷
区
神
宮
前

二
丁
目
の
都
立
青
山
高
等
学
校

で
は
、
少
し
で
も
早
く
合
否
を

知
り
た
い
と
押
し
寄
せ
る
多
数

の
受
験
生
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

幾
人
か
、
一
人
で
や
っ
て
き

て
掲
示
板
を
し
ば
ら
く
眺
め
て

は
、
何
も
言
わ
ず
去
っ
て
い
く

子
供
の
姿
も
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
一
方
で
父
母
と
一
緒
に
自
分

の
番
号
を
見
つ
け
、
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
喜
び
合
う
受
験
生
も

少
な
く
な
い
。　

青
山
高
校
は
平
成
十
六
年
度

か
ら
進
学
指
導
重
点
校
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
公

立
校
の
統
一
入
試
問
題
で
は
な

く
自
己
作
成
問
題
に
よ
る
入
学

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
受
験

生
か
ら
は
そ
の
対
策
の
難
し
さ

を
振
り
返
る
声
が
多
く
聞
か
れ

た
が
、
こ
の
日
見
事
に
第
一
志

望
だ
っ
た
同
校
に
合
格
し
た
米

山
由
美
子
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

春
か
ら
は
練
習
熱
心
な
こ
と
で

知
ら
れ
る
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
に

入
部
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
勉

強
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
励
み
、

三
年
後
に
は
大
学
の
教
育
学
部

を
受
験
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
小
学

校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
語
っ

て
く
れ
た
。
そ
れ
を
隣
で
聞
い

て
い
た
由
美
子
さ
ん
の
お
母
さ

ん
は
、「
高
校
の
三
年
間
で
、
人

間
的
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

が
何
よ
り
の
願
い
」
と
目
を
細

め
る
。

毎
年
こ
の
日
を
格
別
な
思
い

で
迎
え
る
と
い
う
同
校
校
長
の

近
藤
京
志
氏
は
、「
難
易
度
の
高

に
し
て
も
片
方
だ
け
で
は
効
果

は
な
い
。
子
育
て
の
上
で
総
合

的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
環
境

が
必
要
だ
」と
回
答
し
た
。

ま
た
薬
丸
氏
は
、
昨
年
末
渋

谷
駅
前
周
辺
が
国
か
ら
「
都
市

再
生
緊
急
整
備
地
域
」
に
指
定

さ
れ
た
結
果
、
同
エ
リ
ア
に
都

市
計
画
上
の
様
々
な
特
例
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
今

こ
そ
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の
開
発

に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
時
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
既
存
設

備
の
改
良
に
と
ど
ま
る
案
が
多

く
並
ん
だ
）
現
時
点
の
区
の
計

画
は
あ
ま
り
に
手
ぬ
る
い
。
も

っ
と
国
や
都
、
民
間
企
業
を
取

り
込
み
大
き
な
う
ね
り
を
作
る

努
力
が
必
要
」と
批
判
し
た
。

区
長
は
こ
れ
に
対
し
て
は
、

「
渋
谷
区
だ
け
で
は
い
く
ら
お

金
が
あ
っ
て
も
足
り
な
い
課
題
。

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
開
発
は
国

が
行
う
べ
き
仕
事
で
も
あ
る
」

と
の
見
方
を
示
し
た
。

日
本
共
産
党
の
苫
孝
二
氏

は
、
憲
法
第
九
条
改
定
問
題
と

武
力
攻
撃
事
態
法
・
国
民
保
護

法
に
関
す
る
問
題
、
さ
ら
に
増

税
や
医
療
制
度
改
革
に
関
す
る

質
問
を
行
っ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例

案
二
十
四
件
、
度
補
正
予
算
案

一
件
、
当
初
予
算
案
四
件
、
人
事

案
件
一
件
、そ
の
他
議
決
事
項
二

件
の
計
三
十
二
件
。

い
我
が
校
の
自
主
作
成
問
題
に
、

た
い
へ
ん
な
努
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
生
徒
た
ち
の
期
待
に
応

え
る
責
任
を
感
じ
る
。
生
徒
の

自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
を
掲

げ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
無
責
任
に
放
任
す
る
わ
け
で

は
全
く
な
い
。
生
徒
に
は
本
当

の
意
味
で
の
自
由
と
規
律
を
学

ん
で
も
ら
い
、
三
年
の
間
に
伸

び
て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。

少
子
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
渋

谷
区
で
は
今
年
も
約
一
千
人
の

子
供
た
ち
が
高
校
へ
進
学
す
る

と
見
ら
れ
る
。

　

介
護
者
教
室
が
十
八
日
午
前

十
時
か
ら
け
や
き
の
苑
・
西
原

で
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
の
テ
ー
マ
は
「
高
齢
者

の
睡
眠
」
に
つ
い
て
。
内
科
医

の
窪
田
英
夫
氏
が
講
演
す
る
。

定
員
は
先
着
三
十
人
。

　

申
し
込
み
は
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
に
同
施
設

（
五
四
五
三―

〇
五
一
五
番
）

ま
で
。

天
文
メ
ッ
カ
の
復
活
へ

旧
大
和

田
小
跡

文
化
、健
康
な
ど
の
拠
点
に

不
十
分
な「
三
位
一
体
」

人
口
減
、子
育
て
に
重
点
を

約
千
人
が
合
格
、
進
学
へ

都
立
青

山
高
校

ひ
と
足
早
い
春
の
風
景

18
日
、
け
や
き
の
苑

で
介
護
教
室
ひ
ら
く


